平成13年10月10日

上牧町議会議長

吉川米義殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員

 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
13年度議会視察研修報告書
日　程　　10月２日（火）〜４日（木）２泊３日

訪問先　　福岡県岡垣町、山田市、大分県日出町、津久見市

参加者　　15名

　　　　議　員：吉川、康村、平井、榊原、車谷、堀内、

　　　　　　　　武田、服部、石丸、今中、芳倉、木内

　　　　理事者：杉田町長（10月３日、日出町役場から合流）

　　　　事務局：黒松議会事務局長、脇屋同係長

行程表

10/2（火）上牧町 ＝（町バス）＝新大阪 ━（ひかり363号）━ 小倉（昼食）＝（貸切バス）

　　　　　　　7:00　　　　　　　　　　8:56　　　　　　　　　　　11:28　　12:30

　　　　　　　＝ 岡垣町「いこいの里」＝＝ 福岡（宿泊：ニューオータニ福岡）
　　　　　　　 13:20　　　　　15:15　　　　17:10
10/3（水）ホテル ＝＝ 山田市「下山田小学校」＝＝（昼食）＝＝ 日出町「区画整理事業」＝

　　　　　　　8:30　　　　10:00　　　　　　11:20　　　　12:30　　　　15:00　　　　　　　16:30

　　　　　　＝ 大分（宿泊：全日空ホテルオアシスタワー）

　　　　　　　17:30
10/4（木）ホテル ＝＝ 津久見市「市民図書館」＝＝ 臼杵（昼食）＝＝ 大分空港 —（日本航空664便）

　　　　　　　8:30　　　　10:00　　　　　　11:15　　　　　12:45　 　　　14:30　　15:35
　　　　　　— 伊丹空港 ＝（町バス）＝ 上牧町
　　　　　　16:25　　　　　　　　　　　17:45

岡垣町「総合福祉保健センター・いこいの里視察研修」

第１日　10月２日（火）

　　　　　13時30分〜14時15分　いこいの里研修室にて研修

　　　　　14時15分〜15時00分　視察

　　　　　平田町長、下川路副議長、花田健康福祉課長、占部社会福祉協議会局長ほか

報　告

⑴岡垣町（おかがきちょう）について

岡垣町は、福岡県北部、響灘に面した人口3.1万人の郊外住宅地である。ＪＲ鹿児島本線海老津駅

から北九州市へ30分、福岡市へは40分の距離にある。昭和40年代から、北九州工業地帯の発達で、

そのベッドタウンとして人口が急増した。

　町の方針としても、固定資産税や町民税などの税収を考え、一戸建てを重視してきた。20〜30年

経過して、高齢化率が21.8%（13年3月末現在）になっている。

⑵総合福祉保健センター「いこいの里」の建設

　同町では、こうした状況を早くから予測して、対策を立ててきた。平成４年に「岡垣町高齢者憲章」

を制定し、同５年に「おかがき福祉の里（仮称）整備計画」を策定している。

　この間、高齢者および障害者の実態調査を実施するともに、同７年に着工、９年３月竣工、同年６月

に開館した。施設名は「いこいの里」とした。敷地面積は33,000㎡、延べ建築面積は5,517㎡、

総事業費が26.3億円である。

⑶「いこいの里」の運営

　「いこいの里」には、福祉保健館、ディサービス館、ふれあい館、すぱーく館、ふれあい農園、関連

施設「恵の家」がある。

　福祉保健館には、居宅介護支援事業、検診・リハビリ、社会福祉協議会、シルバー人材センター、

ボランティアセンター、給食サービス拠点などある。給食サービスは、夕食を週３回、100食程度で

ボランティアを中心に行う。移送サービスもボランティアで実施している。シルバー人材は、234名の

規模である。施設の運営は、町の委託を受けて社会福祉協議会が行っている。

　ディサービス館は、通所介護と居宅支援を行っている。運営は、民間福祉法人である特別養護老人

ホーム「恵の家」に、貸し館として外部委託している。

　ふれあい館には、入浴施設、ギャラリー、おもちゃ図書館などがある。なかでもおもちゃ図書館は、

障害児むけのものであり、展示などにも障害者への配慮が重視されている。

　すぱーく館は、屋内運動場で、ゲートボール場・イベントなどに使われる。

　ふれあい農園は、高齢者や障害者の生きがい増進を目的とした生産活動の場である。

　「恵の家」は、特別養護老人ホームとして、高齢者介護のノウハウを得るため、隣接地に町で誘致

した。

⑷岡垣町から学ぶこと

　岡垣町のキャッチフレーズは、「〜暮らしに安心を〜健やかに快適に暮らせるまち」である。町の

政策目標として、町民・生活者の視点がはっきりしているのが特徴である。早い時期から、町の高齢化

を見通して、地域福祉に取り組んできたことでも伺える。高齢者・障害者の実態調査を県のモデル地区

として取り組むなど、政策の方向性が明確である。

　「いこいの里」事業として、①地域福祉の充実、②保健・医療・福祉の連携、③健康・生きがい・

交流の推進、④人材の育成、安心・安定の生活づくりが挙げられている。このなかで、④人材の育成、

とりわけボランティア活動に力を入れている。福祉関係だけで、20団体869名（13年４月現在）で

ある。公民館の生涯学習を繰り返し実施した効果として、多くのボランティアが育ったという。

　町事業の進め方で気づくことは、長い準備のうえで実に計画的であることだ。「いこいの里」事業費

26.3億円の財源は、町費が14.6億円、地方債が10億円、日本船舶振興会補助金が1.7億円となって

いる。このうち町費の多くが、基金の積み立てで充てられていることが注目される。

　福祉保健館、ふれあい館、すぱーく館など施設の利用料は、原則として有料（公共団体減免あり）と

していることも、大いに参考になる。

山田市「コミュニティスクール（下山田小学校）研修視察」

第２日　10月４日（水）

　　　　　10時〜10時20分　　　会議室で研修

　　　　　10時25分〜10時40分　白馬ホールでビデオ鑑賞

　　　　　10時40分〜11時20分　コミュニティスクールを見学

　　　　　帆足昌子校長、教育委員会

報　告

⑴山田市（やまだし）について

　山田市は、福岡県のほぼ中部、旧筑豊炭田地帯にある。福岡市、北九州市から30㎞、約１時間の

距離にある。いまは、人口12,679人と、北海道歌志内市(うたしないし)についで、全国でも２番目に

小さな市であるが、石炭産業の最盛期には4万人に上った。下山田小学校でも、最盛期には45学級・

児童2,400人であった。昭和43年のＪＲ上山田線の廃線もあって、人口が急減するとともに高齢化が

進行している。市域は22㎢あるが、平坦地はわずか11%しかない山間地である。
⑵下山田小学校の改築プロジェクト

　下山田小学校の改築プロジェクトは、平成７年に始まり、11年３月に完成した。敷地面積22,778㎡、

延べ建築面積6,201㎡（校舎3,561㎡、ホール1,324㎡、アリーナ1,196㎡、学童保育所120㎡、

ほかにプール）である。

　今回、山田市が「コミュニティスクール」を目指していることに、特に注目した。

　まず、同校の改築を“まちづくりの一環”としての学校づくりとしたことである。ついで、企画から

建築工事に至るまで、“市民参加”で進めてことである。

　平成７年、学校建築基本構想（ＨＯＰＥ計画）が発足した。策定委員会が結成され、まず21世紀を

見据えた教育方針が検討された。モノよりもこころの豊かさを大切に、生活者の視点を重視した。

学校教育と社会教育の複合を図り、学校と社会が共通の目標に向かってのまちづくりを目指した。教育

方針として、地域社会との交流による児童の自己教育力の向上を柱にした。

　策定委員会とともにワーキングチームが作られ、42回に及ぶ検討会が開かれた。同９年に公開設計

コンペが行われ、全国から146点の作品応募があった。入選作は、日本建築学会シンポジウムで発表

され、全国的から注目を浴びた。

　建築工事にあたっても、徹底した市民参加型の学校づくりを進めた。「工事だより」を校区全体に

９回にわたって配布した。児童には、２回にわたって工事現場見学を行った。思い出づくりとして壁画

の制作やヘルメット寄せ書き、もちつき大会、記念レンガづくりなどがある。また、地域住民によって

モニュメント「下小ゆめの馬車」が作られた。

　竣工が近づくに従って、学校では研修会やシミュレーションによる模擬授業を行った。学校づくり

新聞を３回にわたって発行し、再開後の開かれた学校運営に備えた。

⑶「コミュニティスクール」の運営

　学校は、児童数164人で８学級（２学級は特別教室）と小規模校である。その利点を生かした施設

や運営にも特色がある。

　オープンスペースを随所に多用している。教室を低・中・高学年でブロック化している。間仕切り壁

を背中合わせに、同じスペースで授業する。ランチルームが設けられ、全校児童が同じ場所で昼食を

とる。その隣には音楽室があり、引き違い戸を開ければ音楽を聴きながら食事ができるといった具合で

ある。図書室は、玄関ホールと一体で配置され、外部から利用しやすいように工夫されている。

　ホール、アリーナと図書室は、住民との共用である。したがって、学校授業中でも利用は可能である。

帆足校長にコミュニティスクールの意味を聞いた。校長によると、真のコミュニティスクールとは、

“子どもが地域社会に広がり、住民が学校に集うこと”であるといわれた。また、学校と地域の一体感

も大切だと付け加えられた。

　職員室から校庭が見渡せ、校庭と一般道路を隔てるフェンスはほとんどない。これらの試みが、学校

と地域の連携・融合を図る「コミュニティスクール」そのものであるとの印象を強くした。開かれた

学校を考えるうえで、教えられることが多くある。とりわけ、学校改築全般にわたる住民参加とその

手法は、これからの地方自治の進め方を考えるうえで、教訓に富んでいる。

日出町「土地区画整理事業視察研修」

第２日　10月3日（水）

　　　　　15時〜15時45分　　　　会議室で研修

　　　　　16時00分〜16時30分　 区画整理事業現地を視察

　　　　　河野助役、吉野議長、目代都市計画課長ほか

報　告

⑴日出町（ひじまち）について

　日出町は、人口2.7万人、大分県中東部に位置し、別府湾を南に面した地形である。城下かれいで

知られた漁業、早期栽培野菜の農業が盛んである。大分県「一村一品運動」の麦焼酎生産は、年間

売上額が170億円と、県下で２番目である。大分新産都市の住宅地としても、人口が増える傾向に

ある。大分自動車道速見インターチェンジがあるほか、大分空港まで車で30分と近い。

⑵都市整備と土地区画整理事業（※1）

　町は、早くから都市整備に取り組んできた。昭和36年に上水道、同51年から下水道事業を開始して

いる。

　土地区画整理事業は、60年に地権者の組合施行で始まったが、62年に公共団体施行（町施行）に

変更された。事業計画は、63年に承認された。施行面積33.2ha、減歩率（※2）26%、事業費46.3

億円（当初25.4億円、事業変更４回）である。事業計画としては、15年に完了の予定である。

　土地利用計画は、宅地22.9ha（69.22%）、7.7ha公共用地（23.27%）、保留地2.5ha（7.51%）と

なっている。計画人口は、2,256人である。保留地の処分も69区画中58区画が売却済みと、ほぼ順調

に進行している。

　（※1）土地区画整理事業は、計画的な土地利用を図るため、地権者などが従来の土地を持ち寄り、

　　　　優良な宅地、道路、公園などの新しい土地に作り直す事業である。施行方法として、組合施行、

　　　　公共施行、一人施行などがある。

　（※2）減歩率とは、土地区画整理事業によって、従来の土地を新しい土地と入れ替わる（換地）が

　　　　従来の土地面積を100とした新しい土地面積の割合のことである。減歩率26%は、従来の土地

　　　　に対して新しい土地野面積が、４分の１近くに減ることになる。

⑶質疑応答から

　減歩率26%は低いのではないのか、これで地権者の理解が得られたのかと質問した。大分県の公共

施行事業としては平均的な減歩率であり、地権者からはそれほど異論はなかったという。

　事業費のうち、調査設計や特定道路工事などの費用について、町の持ち出しが11億円（財源は起債）

ある。特定地域・事業への公費投入に対して、町民の不満や批判はほとんどなかったと説明があった。

　上牧町でも、三軒屋地区で土地区画整理事業を前提にした土地調査が行われた。地権者の同意を

得ながら円滑に事業を進めるうえで、事業の公平性、情報公開や説明責任の大切さを教訓としたい。

津久見市「市民図書館視察研修」

第３日　10月４日（木）

　　　　　10時〜10時50分　　　　　市民図書館会議室で研修

　　　　　10時50分〜11時15分　　　市民図書館を視察

　　　　　西郷図書館長、同戸田次長、議会事務局ほか

報　告

⑴津久見市（つくみし）について

　津久見市は、人口2.3万人とわずかに減少している。大分県東南部に位置し、豊後水道に面している。

地形は、津久見湾を半島で囲むリアス式海岸である。山と海が接近し、市域79haの36%が畑である。

　年間平均気温が、17〜18℃の温暖な気候を利用した柑橘類（通年出荷）やパステルアスター（菊の

一種）などの栽培が行われている。漁業も盛んで、保戸島にはマグロ漁港がある。石灰石産出は、年間

3,600万tである。蜜柑の先祖木があることでも知られる。樹齢800年の国指定天然記念物である。

⑵市民図書館の建設

　津久見市のスローガンは、「生涯を託せる津久見づくり」であり、蜜柑と青い海の鮮やかな生活拠点

都市を目指す。全市民を対象に生活関連施設についてのアンケート調査を実施した。その結果、１位が

総合病院、２位が市民図書館であった。大分県過疎地域振興プロジェクト事業もあり、市民図書館の

建設に着手した。

　昭和39年に作られた公民館図書室（蔵書数１万冊）があったが、平成５年に図書館建設基本構想

策定委員会を発足させた。図書館づくりの講演会やフォーラムを開催し、同６年に設計委託した。７年

６月起工、８年３月竣工、７月に開館した。

　図書館は、敷地面積3,873㎡、延べ床面積2,458㎡(鉄筋コンクリート造２階建て)である。総事業費

13億554万円、財源内訳は、市債10億700万円、県補助１億5,300万円、一般財源6,400万円、寄付

による基金1,759万円などとなっている。

⑶市民図書館の運営

　図書館を市民の教養と地域文化の発展を図るため、“生涯学習の拠点”“ゆとりとふれあいの場”

そして市の“情報センター”として位置づけている。そのうえで、運営方針として“だれでも、いつ

でも、どこからでも気軽に利用できる図書館”と“市民に愛され親しまれる図書館”を目指している。

　開館時間は10時から18時まで、貸し出しは１人につき図書５冊２週間まで、ＡＶ資料は同じく３点

１週間以内と、利用しやすい。希望があれば、県立図書館の図書・資料を検索し、取り寄せてくれる。

移動図書館（ＢＭ車）で、市内46カ所の集会所を２週間に１度巡回するなど、図書館から市民の中へ

出て行く。また、団体貸し出しも行っており、図書館と館外の利用が半々であるという。図書館だより

の発行や市民との対話（雑談も含む）を行うように努め、開かれた図書館を実現する。

　13年３月末での蔵書数は、111,810冊（ＡＶ資料を含む）である。利用カードの登録者は、11,300

人と人口の半数近い。年間の貸し出し冊数が70万冊を越えた。市民１人あたりの年間貸し出しが、

30冊弱と、人口３万人以下の規模ではトップクラスである。

　なぜ市民図書館であるのかを質問したところ、建設から運営に至るまで、常に市民（利用者）の意見

を聞き、その立場で運営しているからとの説明が返ってきた。わが上牧町でも、図書室の増床が検討

されているが、施設や運営について町民の意見をよく聞き、そのニーズに見合った運営が行われる

ことを切望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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